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会長あいさつ 

美濃戸高原別荘地 連絡会 

会長 中村敏昭 

 

平成最後の年の瀬を迎え、連絡会会員の皆様に於か

れましては多くの思い出を抱きながらも、慌ただしい

日々をお送りのことと思います。 

 この夏の美濃戸は、都会の猛暑に比例するように最高

気温30℃超えの日を記録し、また9月の2度にわたる大

型台風では、多くの倒木、停電、断水などに見舞われ、

被害に遭われた方々には心からお見舞い申し上げま

す。 

 地球の温暖化は10年、20年の単位で気象の変化に結

び付き、その激しさを少しずつ増しています。西暦 2100

年には東京の夏の最高気温が 44℃になる予想が最近

のマスコミで流れていました。台風の規模も気圧が異常

なほどに低くなり、スーパー台風と呼ばれる強さに近づ

いてきている感があります。 

 そのような中で、大自然に囲まれた美濃戸は澄んだ空

気や青空、四季折々の草花、木々に囲まれ、銀世界の

恩恵にも与る環境ですが、一方で自然の猛威には常に

対処しなければならない宿命も併せ持っています。大雨 

 

 

 

 

 

 

 

や大雪による道路の損壊、凍みあがりによる水道管の破 

損・漏水、今夏のような台風による被害などです。自然の

猛威に対してひ弱な人間が打ち勝つことは至難のことで

すが、この環境を維持する努力を継続していくことこそ、

美濃戸の素晴らしさを保っていく要と思います。 

 さて、昨年秋から開始した水道施設大規模修繕工事

（以降「水道修繕工事」）は今春までの工事を終えたわけ

ですが、今夏の連絡会総会前後までに蓼科観光株式会

社（以降「会社」）から今春の工事進捗の詳細が報告され

ました。それによると、送水管・配水管取り換えの基本水

道修繕工事とは対象が異なる予定外工事が発生（水源施

設機器破損・取り換えや貯水槽消耗品取り換え、消火栓

取り換えなど）し、その緊急工事費用に水道施設大規模

修繕工事費積立金（以降「積立金」）から約 500万円充て

ざるを得ず、その結果、今秋に予定していた水道修繕工

事は会社資金投入が出来ず、来春に延期とする内容で

した。  

 緊急で発生した予定外工事の費用を積立金から拠出

することは、工事に際して交わした覚書（2017年10月締

結）で双方了解済みですが、限度もあることです。連絡会

では世話人会討議を踏まえ、工事全体に対する会社の

管理監督姿勢を問い、また、積立金を水道修繕工事にあ

くまでも優先投入する知恵と工夫を要求し、予定外工事

に投じた費用の一部見直しを求めています。 

 別荘地開発から約50年が経過し、インフラ施設に様々

な疲弊が生じてきているとはいえ、何のための水道修繕

工事費見積り書だったのかを会社に厳しく問い、工事計

画の狂いを最小限に抑える努力をしていきます。 

 一方の管理費値上げ要求に関してお伝えします。連絡

会世話人会で決めた一律 10,000 円の値上げ（案）を 5

月早々に返答いたしましたが、会社の返答は遅れ、8 月

の連絡会総会に議案として諮ることはできませんでした。

結果として2019年4月からの値上げは見送りとなった次

第です。会社松島社長の要請で 9月 1日に話し合いの

場を開きましたが、会社の管理人増員を含む値上げ要求

は自らの経営努力に欠け、値上げの必然性に乏しい内

容のままでした。隣接の別荘地、丸山の森役員にも取材

をし、男性 2 名の管理体制で十分業務をこなしている現
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状を聞き、私たち世話人会の値上げ（案）の正当性も確

認し、再度、会社の値上げ要求内容を拒否いたしまし

た。 

会社の今後の動向が分からない状態ですが、連絡会

の主張を通し、来年8月には会員の皆様に諮っていきた

いと考えております。ご理解とご協力をどうぞよろしくお

願いいたします。 

最後に皆様、良いお正月をお迎えください。  

 （連絡会世話人会の活動は 2019年 5月開催まで冬休

みとなります。ご了解ください。） 

 

 

お知らせ 

 

◆ 第22期 世話人会活動報告 

 

事務局長 加留部則彦（Y-45） 

 

１．5 月 30 日(水) 茅野市建設課を訪問し、別荘地入口

からバス停までの約 1.2km市道の舗装改修について

のお願い実施（詳細は HP 世話人会議事録の面談記

録参照） 

・建設課から本年度実施予定の八ヶ岳農場線補修工

事終了後（4 年後）に美濃戸地区の補修予定の返事

を得た。（中村会長、加留部事務局長） 

  ・9月 20日(木) 市道が穴山財産区であるため、穴山

財産区出身の長田市会議員を訪問、バックアップを

依頼した。（中村会長、加留部事務局長） 

 

２．6月～10月の第1土曜日（10月は都合により第3土

曜日）世話人会を開催（詳細はHPの議事録参照） 

① 管理費60%値上げ要請に対する対応の検討実施 

・会社に値上げ根拠の見える化を要求したが回答

は内容不十分と判断し、世話人会としては当初回

答の 1 万円アップしか認めないことを改めて会社

に申し入れることとする。 

② 今年度実施水道工事の内容について 

・予算に対し実施額が 30%をオーバーした。会社

に善処を求める。 

・昨年締結した水道工事に関する覚書における積

立金の管理方法が不適切で、ゆうちょ銀行口座を

開設して管理することで合意した。 

（会員の皆様には、今回の会報同封で「支払い口

座変更」を事前にお知らせする） 

３．8月 5日(日) 第 22回総会を開催（詳細はHPの議

事録参照） 

 ・通常の議案（活動報告/計画、決算/予算）に加え、会則

改定案が承認された。 

 

４．9 月 1 日（土）13:30～14:45 社長面談実施（詳細は

HPの面談議事録参照） 

 ・管理費値上げに関する会社説明を受けたが、内容不

十分で改めて値上げ後の管理業務の見える化を要求

した。結論は上記２．①に記載。 

 

５．8月4日（土）16:30~18:30 枯れ木感謝祭実施 

 ・69名の参加者で前年比21名増となり、参加者の減少

傾向はストップした。皆様のご協力に感謝します。 

 

 

会員投稿 

 

◆ 台風被害による停電で思うこと 

                        

加留部則彦（Y-45）   

 

9月4日の台風21号、9月30日の台風24号による

停電は復旧にかなりの時間がかかりました。21 号時は 3

日、24号時は復旧に 4日もかかり、私の 17年間の山生

活で初めての経験でした。今までは降雪による停電が多

く、3時間から長くて 6時間で復旧しました。 

そこで今後もあることを思い、私なりの対策を考えてみま

した。皆さん既におやりになってはいることと思いますが、

ご参考になりましたら幸いです。 

 

１．灯り  

今まではロウソクが中心でしたが年と共に手元不如

意で倒したり、ロウソクの容器が熱で熱くなり危険にな

る場合が有るので、ランタン等を使用すると良いと思い

ます。ランタンはキャンプ用のガソリンや灯油は慣れな

いと危険なので LEDが良いと思います。私は 1台購

入しました。懐中電灯を上から吊るしたり或いは下に

置いてペットボトルを乗せると乱反射して明るくなりま

す（ご近所の方に教えて頂きました）。懐中電灯は普段

は電池を抜いておくだけでなく、予備の電池を用意す

ることも大事です。また懐中電灯は常に一定の場所に

置いておくことが大切です。いざという時に探すことに

なります。 
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２．携帯電話  

停電時はニュースソースが無いので携帯電話、特

にスマホは大事です。スマホはご存知の通り通信だけ

でなく色々な情報が取れます。携帯ラジオは山の場合、

受信できにくい環境ですのでスマホが便利ですが、い

い気になってスマホを使っているとバッテリー切れに

なります。この場合、モバイルバッテリーが便利なので

すが、恥ずかしながら私はモバイルバッテリーがある

ことを知りませんでした（孫に教わりました）。我が家は

24 号時にモバイルバッテリーを 1 台購入しましたが、

個人で持ったほうが良いように思います（機種によって

は 4 回くらい充電できるのもあるようです）。今回のよう

に長時間の停電ではなおさらです。充電は車のライタ

ーでもできますが、車用の充電器が必要です（最近の

車はライターはオプションですので搭載されていない

場合が有ります）。また、市役所や携帯ショップでは充

電対応をしてくれます。 

 

３．冷凍食品  

停電になる前に、たまたま冷凍食品をそこそこに購

入していました。半分は食べましたが残りは廃棄しまし

た。停電は冷凍庫が使えなくなるので、停電が予想さ

れる場合は出来るだけ冷凍食品の購入を調整したほう

が良さそうです。ご近所の方は発電機を購入されまし

た。 

 

４．保存食  

食器を水洗いしなくて済むように、カップヌードルな

どの食品を用意しておくと良いですね。 

 

５．お風呂  

1～2 日は我慢できてもそのあとは出来ればお風呂

に入りたいと思い、近所の温泉を探しましたが今回の

停電は広範囲でしたので開いている温泉場は当然停

電が発生していないところで限りがありました。 

 

６．水  

一番困ったのは水でした。別荘地内は場所により断

水は免れましたが、私の区域は 21 号時は停電から半

日で、24号時は 1日で断水になりました。停電ですか

ら揚水ポンプが作動せず断水になったのですが、原

因は他に色々あるようです。会社に対策を考えていた

だくしかありません。21号時は一之瀬堰からトイレ用に

運びましたが大雨の影響で汚れや小石が多く大変で

した。 

 

会社から停電断水情報をパソコンに流してくれました。

停電場所ではパソコンが開けずスマホから見ましたが、

それなりの安心感がありました。これを機に災害時緊急

連絡は携帯中心の体制に変更して頂けたので一安心で

す。 

今後は台風だけでなく異常気象が多く発生しそうです。

災害に至らないことを祈るばかりです。 

 

 

 

◆ 八ヶ岳の想い出 

 

 川口 博（Y-29） 

 

 八ヶ岳に関心を持ったそもそもの始まりは、20 歳前後

の大学生の頃（60年以上も前）同じ高校（新宿高校）の仲

間たちと計 5 人で残暑の中を、登山の経験があると称す

る者をリーダーとして、「八ヶ岳縦走プラン」（2泊 3日）を

実行することになったことでした。 

新宿から中央線の夜行に乗って、混雑の為に座席は

一部しか確保できず、床に古新聞紙を敷いて仮眠を取っ

たりしながら、小淵沢で下車しました。多分午前3時頃だ

ったのでしょう。草木も眠る丑三つ時に真っ暗闇の中を

少しずつ歩き始めました。 

富士山に次いで日本で 2番目に広い八ヶ岳のすそ野

を歩き続けて登山口を登り始めました。一番手前の編笠

山は体力を温存する為に、頂上には登らずに巻いて、最

初から険しい権現岳に挑みました。頂上に立った時は正

午を回っていたと思います。 

持参の海苔巻き等の弁当を食べ終えて、次の目的地

で当日はその近くで宿泊予定の主峰・赤岳に向って歩き

始めました。しかし隊長（リーダー）の先導が一歩間違っ

たらしく、下り坂をドンドン下りました。 

何か、どこかおかしいと気づいた時は、もうかなり降り

て来てしまっていて、疲労の為に再度登り直す気力は失

せてしまっていました。結局、当初の目的だった 「八ヶ

岳縦走」 は諦めて、「権現岳」 のみの単独登山に終わり

ました。皆 20歳前後の若者だったので、「何れ又来て縦

走しよう」 ということで落着しました。2泊 3日間の予定と

告げ家を出たのに1泊2日で帰宅したので、母親に驚か

れた覚えがあります。しかしあれから 65 年有余二度と再

び登ることは無く、5 人揃って傘寿を迎える幸運には恵ま

れたものの、遂に今年 1 人が病に倒れて不帰の客となり

ました。 
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 若い頃の失敗が長い間心に残っていたので、40 年ほ

ど前に蓼科観光が美濃戸別荘地の借地権分譲を行なっ

た時に、強い関心を持ちました。この会社の本社がある

永福町が私の実家のある上北沢に近かったことも安心感

がありました。 

  その後、十数年間は日常の生活、つまりサラリーマンと

しての会社での生活と 「職住近接」 が私の信条なので、

勤務先の会社の移転と子供たちの成長に伴い、自分の

住処を職場に近づけるべく 3回ほど 公営団地→マンシ

ョン→宅地購入・自宅新築 を実行しました。 

 そんなこんなで夢中で過ごしているうちに、還暦まぢか

になりつつありました。当社の制度では還暦（60歳）が定

年退職でしたので、その後の人生、つまり第 2 の人生を

如何に過ごすかが大きな課題でした。給料を半減させて

同じ職場で働き続ける選択肢もありましたが、私は潔しと

せず 60歳の誕生日に退職することに決めていました。 

  

 私は山の景色に興味があると共に、海の風景にも魅力

を感じて、自分の住居（藤沢）から比較的近かった稲取と

湯河原にセカンドハウス用として土地を手当てしてありま

した。どちらも初島と伊豆大島が目の前に見える絶好の

ロケーションでした。定年後は日当たりの良い明るい家

で海や島を見ながら、新鮮な魚や野菜を食しながら、の

んびり過ごそうと考えたのです。しかし、私が還暦になる

くらいですから、実家（世田谷）で一人暮らしの母は80数

歳になりつつありました。母の没後は私がその土地家屋

を相続することが自明でしたので、中央高速の高井戸出

口から 200m の地の利のある我が実家を考慮すれば、

海よりは山、具体的には湯河原よりも八ヶ岳、という選択

になりました。そこで定年退職の１年ほど前からログハウ

スの建設を計画して、年明けの寒い時季から工事を始め

ました。ゴールデンウイーク頃の完成を目指しての作業

でした。屈強なロシア人たちが建設に従事してくれて、端

切れの木切れで焚火をしながら、暖をとっていた光景が

目に焼き付いています。 

  

当時は勤務先のすぐ近く（藤沢市湘南台）に住んでい

たので、週末は勿論のこと、時間を工面しては東名高速

や富士五湖道路、中央高速等をフル活用して年間に 30

～40 回も通ったものです。家具は不揃いの中、1～2 泊

しては帰宅していました。最初は冬の過ごし方が分から

ず、立派な薪ストーヴを購入したものの、点火すると室内

が煙だらけになって、目を開いていられない状態でした。

いろいろ研究した結果、付属の煙突が細くて致命的なこ

とが判って、太い煙突に交換したら、煙の問題は解決し

ました。 

美濃戸は雪が比較的少ない地域ではあるものの降雪

は避けられず、四輪駆動の車に、スノー・タイヤとチェー

ンは必須でした。何しろ、雪道の運転には命が掛かって

いるので、凡人ながらもそれなりに安全には気を使った

ものです。未経験で初めてのことが多くて、不完全な水

抜きや凍結の為に、次回行った時には、外の水道管の

水がざ～ざ～流れていたことも度々でした。  

セカンドハウスとしてのログハウスを建てた直後の 1～

2 年間の春から秋までのシーズンは、嬉しくて我が子ら

（3人）は当然、友人・知人・親戚の面々に声を掛けて1～

2泊滞在して貰いました。寝具類に上限があって、最高6

人まででしたが皆様方は山の冷気を感じてくれて、夕焼

け空や星空を眺めながらのベランダでのバーベキュー

はなかなか好評でした。 

しかし人間の感情は変化するもので、客は変われど主

が変わらぬこの制度？に、段々飽きて来て回数は漸減し

て行きました。20 年も経った現在も続いている仲間たち

は、春・秋のゴルフ合宿（蓼科の三井の森に良いゴルフ

場があります）ぐらいのものです。近年はオーナーである

我ら夫婦が１年に精々計 4～5泊程度まで回数が減って

来た為に、当時に比べると圧倒的に少なくなりました。そ

の大きな理由の一つが、この山小屋建設から 2～3 年経

過した頃、実家で一人暮らしだった母が病気で亡くなっ

たので、50坪ほどの鉄筋コンクリートの家を壊して、私好

みの 「終の棲家」 を建てることになったことでした。私も

60歳代になっていたこともあり、大きな家は必要ではなく、

弟妹たちと共に相続した 180 坪の土地の 3 分の 1（60

坪）に 3階建ての木造建築を計画しました。隣接する 60

坪には私の長男夫婦が同様の 3 階建ての家を同じ大成

建設に建てて貰いました。広い庭のスペースがある筈も

なく、老人は大半の時間を室内で過ごすことを前提に、

建坪25坪で延べ 70坪の 3階建てとしました。 

3 階は全て私自身のオーディオ・ルーム兼 書斎で、

20 畳の部屋にオーディオ専門家の木塚茂先生に 4～5

か月 連日通って貰って装置を完成させていただきまし

た。6 ウェイ・スピーカーのステレオで、センター・スピー

カーは直径75cmもある本格派です。サラウンド用の小さ

なスピーカーも勘定に入れると計 20もあって壮観です。

私が主として時間を割くのはクラシック音楽の中でも、や

や特殊なオペラ鑑賞です。オペラは聴くこと以上に観る

ことも大切なので、単なる 40 インチ程度の TV（ディスプ

レー）では舞台の実感が味わえないことを悟って、100イ 
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ンチのスクリーンに天井から吊るしたセイコー・エプソン

製のプロジェクターから映像を照射することにしました。

好きなオペラを電気椅子（と言っても死刑の為のもので

はなく、モミモミのリクライニング・チェアー）に座ってジッ

クリ観賞する歓びは何事にも代えがたい楽しみです。こ

の頃は歳のせいか途中で眠ることが多くなりました。これ

がまた快感なのです。3 階建ては 2 階建てに較べて、2

倍の数の階段を上り下りする必要があります。エレベータ

ーは設計上難しかったので階段のみにしたのですが、

築後 17 年、どうにか毎日十数回自分の足で上下してい

ます。そのお陰でしょうか、脚は強くなったような気がしま

す。 

東京の世田谷の実家の跡地に、自分好みの快適な居

場所を確保したことによって、遠方（八ヶ岳も含みます）に

行く機会が目に見えて減りました。我が家は前述した通り、

中央高速道路の高井戸出口から 200m位の好位置にあ

るので、行く気になれば簡単です。往路は甲州街道を調

布インター・チェンジまで行く必要がありますので、途中、

談合坂か双葉のサービス・エリアで休憩しますが、帰路

は美濃戸のログハウスでひとたび運転席に座るとそのま

ま 170kmの行程を 2時間前後で自宅に戻れます。全て

舗装道路で一カ所も砂利道など無いのも有難いことです。

にもかかわらず近年、美濃戸を訪れる回数が大幅に減っ

たことは慙愧の念に堪えません。勿体ないことと考えて

います。 

美濃戸の別荘をベースに過去 20 年強で多くの名所、

旧跡、観光地などに行きました。紙面の都合上名前だけ

に留めますが、諏訪湖の花火大会、7年に一度の御柱祭、

松本市でのサイトウキネン音楽祭（小澤征爾氏は成城学

園中学校で私の 1 年上）、車山高原、八島湿原、白樺湖、

八ヶ岳自然文化園、八ヶ岳農場 等々です。私は小学校

低学年時代（昭和 20 年）に所謂学童疎開というもので、

長野県常盤村（大糸線で大町の 2つ手前）にあった常盤

小学校の裁縫室に上級生たちと計 40 人程（先生は男女

各1人）で集団生活をしていました。5月から 7月までの

約 3 か月間でしたが、これが長野県と関係するきっかけ

になりました。その後、余りに食糧が質量ともに乏しかっ

たので、やせ細った私を見かねた両親から東京に連れ

戻されました。その直後、都下五日市の西、大久野村に

建ててあった簡単な家に、今度は縁故疎開をしたのです。

そうこうするうちに終戦になり、秋には古巣の上北沢小学

校に戻って来られました。 

今年（2018年）は特に美濃戸を訪れる機会が少なかっ

たので、来年からは少なくとも今年の2倍、出来れば3倍

の時間をあの雄大な八ヶ岳の大自然の中で過ごしたいと

今から楽しみにしています。私のお向かいにお住まいで

常住者の加留部さんご夫妻が実にマメに美濃戸の情報

を伝えて下さるので、私達はお陰で離れていても美濃戸

の情報は把握できています。日頃から感謝している次第

です。 

自分が平均寿命に達したこともあり、これからは良い意

味での余生を満喫したいと考えています。では皆様方、

今後ともよろしくお願いいたします。 （2018／11／20）  

 

 

 

◆ 小松先生・小関さんを悼む 

 

田山穂積（NK-62） 

 

 お二人が亡くなって一年が過ぎてしまった。暑い日もあ

る 6月ともなると爽やかな風の吹く八ヶ岳美濃戸を想い、

行きたくなる。84 歳、近年身体が弱り、歩行も辛くなって

いる。運転をやめ、車も手放してしまった。美濃戸行きも

娘の車と運転頼り、家内に付き添ってもらう生活、一人暮

らしの自由気楽な山荘生活はできなくなってしまった。 

 美濃戸へ行きたくなって頭に浮かぶのは元気だったお

二人の姿である。 

 小松先生夫妻と知り合ったのは私が65歳過ぎ、美濃戸

連絡会の世話人になって以来のお付き合い、20 年ほど

の間であった。植物への造詣が深く、美濃戸に植生し可

憐な花を咲かせる山野草の数々ほとんどの名前を教え

ていただいた。その草花の由来など、面白く説明してく

れたのが忘れられない。 

 美濃戸に山荘を構える人たちは山の自然に親しむ人

ばかり。花の咲く時期には自然観察、山野草を楽しむ会

が開かれるようになる。当時の管理人の原さん、上の方

に住む林さんなどが音頭をとり、別荘地内を散策して貴

重種の「えんびせんのう」「しきんからまつ」などが生えて

いるところを案内してくれた。専門員の方の説明や小松

さんの解説を聞くのが楽しみであった。かなりの参加者

が先生を囲み鑑賞し、懸命に草花の名前を覚えた。名前

を覚えると、その花が愛しくなる。道端、庭に見つけて楽

しんだ。小松先生は樹木にも造詣が深かった。カエデの

種類、モミと同じような葉の「いちい」「しらびそ」「こめつ

が」「かや」と色々うろ覚えと合わせて教えていただいた。

後継者育ても上手く、西さんの奥さんなどの勉強ぶりを

褒めていた。 

 ご夫妻で焼き物・陶磁器の里を廻る旅を楽しみ、陶器

鑑賞を趣味としていた。ストーヴで湯を沸かし、上品な手
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つきで出されるお茶は美味しかった。北限の茶、新潟村

上の茶をいただいたこともある。木工細工も上手く、小物

を造っていた。A 地区にいらっしゃる宇佐美女史、花原

先生とも親しく、年末には宇佐美さんの声かけで、昼間、

荻窪で忘年会を 3回ほど 4人でやっていた。懐かしい。

ご冥福を祈る。 

 奥さんが病弱で身体を気遣っていられた。奥さんは健

在だろうか、気になるところである。 

 A 地区の小関さんは美濃戸の囲碁仲間であった。同じ

会社に勤務、30 年以上一緒に働いた先輩である。謹厳

な真面目人間、麻雀をともに楽しんだ。「中」単牌待ちに

は何回もやられた。大森の自宅で、徹夜で麻雀をしたこ

ともある。奥さんが作ってくれたマカロニグラタン、熱々が

美味かったのが忘れられない。ご冥福を祈る。 

 

 

インフォメーション 

 

 

◆ホームページをご活用ください！ 

 

美濃戸高原別荘地のホームページ「美濃戸」内の連

絡会会員専用ページでは「世話人会議事録」や「蓼科観

光社長面談議事録」などを掲載していますので、どうぞご

覧ください。(パスワードが必要です。不明の方は事務局

にお問い合わせください) 

また、管理費値上げ問題に関するご意見、連絡会・世

話人会の活動へのご意見・ご要望があれば、ご遠慮なく

お近くの世話人か上記事務局までメールまたは FAX で

お寄せください。今後の取り組みの参考にさせていただ

きます。 

（メール、FAX ではお名前、区画番号のご記入をお願い

いたします） 

 

 

◆メール会員登録のお願い 

 

すでに多くの皆様にインターネットを利用した「メール

会員」のご登録をいただき、会報等の書類をメール配信

しておりますが、更なる経費節減と事務作業の効率化を

図るために、まだ登録されていない方はご検討をお願い

いたします。 

 

「メール会員」には、以下の書類をメールで配信しており

ます。 

1）会報(年2回) 

2）総会案内・総会出欠回答（委任状もメールにてご

回答いただきます） 

3）総会議事録 

4）会費納入案内 

5）重要報告事項 

 

ご賛同いただける方は、以下の①～③の内容をメー

ルで、admin@minoto.jp宛に送信してください。 

 

①お名前 

②別荘地区画番号 

③メールアドレス 

  

なお、ご登録いただいた個人情報は連絡会運営上の目

的以外には使用いたしません。 

 

 

編集後記 
 

 

 お気づきの方も多いと思いますが、この会報ですっか

り定番となっていた「美濃戸囲碁会」のお知らせが、今号

はありません。田山さんからの寄稿文の内容と併せて、

淋しさが募ります。植物観察会には、私も何度か参加さ

せていただきましたが、小松先生の少し（東北?）訛りのあ

る軽妙な語り口が印象に残っています。合掌。 

 川口さんには、初めて寄稿していただきました。昭和か

ら平成までの時代感覚を背景に、川口さんの世代の生活

感覚・ライフスタイルのひとつの典型を鮮やかに綴って

いただき、良質な短編小説を読んだような余韻が残りまし

た。私のような若いもん（去年、還暦でしたが）には、ちょ

っと羨ましくもありますが。 

 ところで、今号から、元号併記ではなく、西暦のみの表

記とすることになりました（寄稿文を除く）。これは、次号

の発行が改元のタイミングと重なり、活動報告などの表記

が煩雑になるのを避けるためなどの理由により、世話人

会で決定されたものです。ご了承ください。 

 それではみなさん、平成最後のよいお正月を!               

 

柴田（Y-41） 
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